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◆
松
尾
図
書
館

◆
３
館
共
通
事
業

Selected book

イベントインフォメーション図書館

☎0479（80）8066

5
日
㈪
・
12
日
㈪
・
15
日
㈭
・

19
日
㈪
・
26
日
㈪

【松尾図書館】☎0479（80）8066

【さんぶの森図書館】☎0475（80）9101

【成東図書館】☎0475（80）2299

◆
成
東
図
書
館

◆
さ
ん
ぶ
の
森
図
書
館

【新着案内】

【おはなし会】
3日・17日・24日・31日　各土曜日　午前 11 時～

【こだまおはなし会】
3日・17日　各土曜日　午後２時半～
【のぎくげきじょう】

18日（日）午前１０時～　「赤ずきん」等
【えほんをたのしむ会】

18日（日）午前１１時～
【わらべうたの会】
【あんよコース】　14日㈬　午前 10 時半～
（１歳半～３歳のお子さんと保護者　１０組　要申込）
【ねんねコース】　21日㈬　午前 10 時半～
（０歳～１歳半のお子さんと保護者　１０組　要申込）

【おはなし会】
3日・10日・17日・24日・31日
　　　　　　　　　各土曜日　午後２時～

【ビデオ上映会】
17日「おおかみと七ひきのこやぎ」
　　「バラモンとトラとジャッカル」（約 30 分）
24日「みにくいあひるの子」「けものの城」（約 30 分）
　　　　　　　　　各土曜日　午後２時 45 分～

【０、１歳児と楽しむあかちゃんのえほんあそび】
日時：８月27日（火）

【Aコース】午前 10 時～（30 分から40 分）
　「よちよち歩き」のあかちゃん対象

【Bコース】午前 11 時～（30 分から40 分）
　「ねんね」から「はいはい」のあかちゃん対象
場所：山武保健センター　和室　松 
スタッフ：人形劇すぎのこ会員
参加費：無料
※事前の申し込みが必要です。

絵かきになる道を歩むことがで
きたのは、才能を見出し導いて
くれたチュウ先生がいてくれた
からこそ。アメリカの絵本作家
が恩師に感謝をこめて、「原
点」を振り返る。「ありがとう、
フォルカーせんせい」に続く自
伝的作品。

「元彼の殺人容疑を晴らして
欲しい」探偵・十村の元に舞
いこんだ美女からの依頼。し
かしいざ殺人事件を調査する
と別の事件に行き当たり、さら
なる別の事件を呼び起こし
…。

＜

の
ぎ
く
サ
マ
ー
フ
ェス
タ
　

　
　
　
　
　
　
成
東
図
書
館
ブ
ー
ス＞

８
月
11
日
㈰
　
午
前
９
時
〜
午
後
１
時

○
お
は
な
し
会

　
　
１
回
目
　
午
前
９
時
半
〜
10
時

　
　
２
回
目
　
午
前
11
時
半
〜
正
午

（※

１
回
目
と
２
回
目
の
内
容
は
同
じ

で
す
。）

○
お
り
染
め
あ
そ
び
　
先
着
50
人

　
サ
マ
ー
フ
ェス
タ
に
つ

い
て
は
24
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

＜

夜
の
図
書
館
た
ん
け
ん＞

日

　時

　８
月
21
日
㈬

　
　
　
　
午
後
６
時
〜
午
後
７
時
半

場

　所

　さ
ん
ぶ
の
森
図
書
館

内

　容

　夜
の
図
書
館
で
、お
は
な
し

会
や
た
ん
け
ん
し
ち
ゃ
お
う
！

　
家
族
で
いっ
し
ょ
に
夏
休
み
の
思
い
出

づ
く
り
に
き
て
く
だ
さ
い
。

対

　象

　小
学
生
以
下
の
お
子
さ
ま
と

そ
の
保
護
者（
必
ず
保
護
者
の
方
が

同
伴
し
て
く
だ
さ
い
）

定

　員

　15
組

参
加
費

　無
料

申
込
受
付
　
８
月
１
日
㈭

　
　
　
　
　
午
前
９
時
半
〜

申
込
方
法
　
申
込
書
を
直
接
図
書
館
に

お
持
ち
い
た
だ
く
か
、お
電
話
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

＜

夏
休
み
読
書
ラ
リ
ー＞

　
夏
休
み
に
た
く
さ
ん
本
を
読
も
う
！

期

　間

　９
月
１
日
㈰
ま
で

対

　象
　
小
学
生（
定
員
あ
り
）

　※

詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
さ
い
。

＜

夏
の
お
は
な
し
会＞

日

　時

　８
月
10
日
㈯

　
午
前
11
時
〜（
約
１
時
間
）

場

　所

　松
尾
Ｉ
Ｔ
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
１
階
　
視
聴
覚
室

対

　象

　幼
児
・
小
学
生

内

　容

　人
形
劇
す
ぎ
の
こ
に
よ
る
、

す
ば
な
し
、絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど

■　『ドミノ倒し』
貫井　徳郎／著　　　　
　　　　＜東京創元社＞

■　『ありがとう、チュウ先生』
パトリシア・ポラッコ／作
さくま　ゆみこ／訳　　　

　　＜岩崎書店＞

　
歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、戦
争
体
験

や
戦
跡
に
関
す
る
資
料
を
収
集
し
て
い

ま
す
。皆
様
か
ら
の
情
報
提
供
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

写真1

写真2「雷電」

写真3

写真4

お
と
り

い
と
ま

れ
ん
た
い

山
武
市
歴
史
民
俗
資
料
館
友
の
会

か
ら
の
お
知
ら
せ
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忘
れ
ら
れ
た
戦
跡

　
昭
和
20
年
８
月
15
日
の
太
平
洋
戦

争
終
結
か
ら
は
や
68
年
。

　
犠
牲
者
約
３
１
０
万
人
を
数
え
た

未
曾
有
の
国
難
も
、歳
月
の
経
過
と
共

に
、記
憶
の
底
か
ら
消
え
去
ろ
う
と
し

て
い
ま
す
。

　
で
す
が
丹
念
に
探
し
て
み
る
と
、ま

だ
市
内
に
は
当
時
を
物
語
る「
戦
跡
」

が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
頁
で
は
こ
れ
ま
で
の
調
査
で
判
っ

た
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

　
太
平
洋
戦
争
開
戦
か
ら
３
年
以
上

が
経
過
し
、昭
和
20
年
に
な
る
と
、日
本

が
占
領
し
た
太
平
洋
の
島
々
は
こ
と
ご

と
く
米
軍
の
手
中
に
帰
し
、硫
黄
島
や

沖
縄
も
攻
略
さ
れ
る
に
及
ん
で
、い
よ
い

よ
日
本
本
土
が
敵
の
攻
略
目
標
と
な

り
ま
し
た
。

　
翌
年
に
は
、米
軍
の
九
十
九
里
浜
上

陸
が
予
想
さ
れ
、市
内
を
含
む
近
隣
町

村
に
は
、多
数
の
軍
部
隊
が
駐
留
、陣

地
構
築
に
あ
た
っ
て
い
ま
し
た
。

　
写
真
１
は
睦
岡
小
学
校
裏
門
付
近

に
立
つ
戦
車
第
33
聯
隊
の
碑
で
す
。戦

車
第
33
聯
隊
は
、米
軍
の
落
下
傘
部
隊

に
よ
る
降
下
に
そ
な
え
て
配
備
さ
れ
た

部
隊
で
し
た
。

　
当
時
、米
軍
は
サ
イ
パ
ン
や
硫
黄
島

の
基
地
か
ら
Ｂ
29
等
を
発
進
さ
せ
、日

本
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
空
襲
を
行
っ
て
い

ま
し
た
。

　
米
軍
機
に
よ
る
空
襲
に
対
し
て
、日

本
軍
も
戦
闘
機
に
よ
る
迎
撃
戦
を
展

開
し
ま
す
が
、必
要
な
機
数
を
確
保
で

き
ず
、米
軍
機
に
圧
倒
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　
昭
和
20
年
６
月
23
日
、米
軍
機
来
襲

の
報
を
受
け
、迎
撃
の
た
め
日
本
軍
戦

闘
機
が
出
撃
、そ
の
中
に
上
野
典
夫
少

佐
が
率
い
る
海
軍
機「
雷
電
」３
機
小

隊
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

 

上
野
小
隊
が
敵
機
を
求
め
て
千
葉
県

上
空
を
飛
行
中
の
こ
と
で
す
。ふ
と
下

を
見
る
と
敵
機
が
１
機
で
飛
ん
で
い
る

の
が
見
え
ま
し
た
。そ
れ
は
上
野
小
隊

の
気
を
惹
く
た
め
の
囮
役
だ
っ
た
よ
う

で
す
。
囮
役
の
敵
機
に
注
目
し
て
い
た

そ
の
時
、上
空
か
ら
別
の
敵
機
７
機
が

上
野
小
隊
に
襲
い
掛
か
り
ま
し
た
。応

戦
す
る
暇
も
な
く
２
機
が
被
弾
、１
機

は
山
武
市
森
地
区
の
水
田
に
、も
う
１

機
は
東
金
市
三
ヶ
尻
地
区
の
山
林
に
墜

落
し
ま
し
た
。

　
森
地
区
に
墜
落
し
た
の
は
、若
干
20

歳
の
小
林
勝
治
飛
行
兵
曹
長
で
し
た
。

 

　
写
真
３
は
、小
林
飛
行
兵
曹
長
を
慰

霊
す
る
た
め
に
建
て
ら
れ
た
祠
で
す
。

三
ヶ
尻
地
区
に
墜
落
し
た
の
は
隊
長
の

上
野
少
佐
で
す
。上
野
少
佐
は
22
歳
で

し
た
。

 

　
写
真
４
は
上
野
少
佐
を
慰
霊
す
る

た
め
に
建
て
ら
れ
た
石
碑
で
す
。

　
小
林
氏
の
慰
霊
祠
・
上
野
氏
の
石
碑

は
、長
い
間
地
元
の
方
々
に
よ
っ
て
祀
ら

れ
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
の「
忘
れ
ら
れ
た
戦
跡
」展
で

は
、紹
介
し
た
雷
電
に
関
す
る
資
料
を

中
心
に
展
示
し
ま
す
。

　
展
示
に
併
せ
て
左
記
の
講
演
会
も
開

催
し
ま
す
。皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

「
忘
れ
ら
れ
た
戦
跡
」

　
戦
史
研
究
家
・
真
行
寺
重
昭
氏
の
20

年
に
及
ぶ
、目
撃
証
言
の
聴
き
取
り
や

文
献
調
査
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
雷

電
墜
落
の
一
件
に
つ
い
て
同
氏
の
資
料
提

供
を
受
け
て
展
示
し
ま
す
。

展
示
期
間
　
８
月
３
日
㈯
〜
９
月
29
日
㈰

場

　所
　
資
料
館
２
階

　
　
　
　
　
郷
土
資
料
展
示
コ
ー
ナ
ー

※

山
武
市
民
は
入
場
無
料
で
す

講
演
会「
忘
れ
ら
れ
た
戦
跡
」

　
森
地
区
に
墜
落
し
た
海
軍
機
「
雷

電
」搭
乗
員
に
つ
い
て

日

　時
　
８
月
４
日
㈰

　
　
　
　
午
後
１
時
半
〜
午
後
３
時

場

　所
　
成
東
文
化
会
館

　
　
　
の
ぎ
く
プ
ラ
ザ
２
階
視
聴
覚
室

講

　師
　
真
行
寺
重
昭
氏

※

入
場
無
料
・
事
前
受
付
不
要

問
　
歴
史
民
俗
資
料
館

☎
（82）
２
８
４
２

NO.53

　　

10605
テキストボックス




